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変わりゆく名古屋駅前～未来を見据えて…！変わりゆく名古屋駅前～未来を見据えて…！

◆内容◆

１ 中部「“質創造“マネジメント大会」報告

２ トヨタホーム(株)春日井事業所訪問

３ 協会だより(２月５日新春講演会のご案内　他）

　当オフィス（名古屋国際センタービル11階）から見える名古屋駅前の風景です。

一番右がルーセントタワー（180m）、隣、正面で建設中なのがJPタワー名古屋(195m予定）、その左隣に見えるやは

り建設中が大名古屋ﾋﾞﾙﾁﾞﾝｸ（゙180m）。奥のツインタワーは名古屋の玄関、JRセントラルタワーズ（245m）、そして

一番左にそびえ立つのはミッドランドスクエア(247m）。

これから本格的な冬で、晴れた日には、雪を被った養老山地が高層ビル群の背後に楽しめ、毎日少しづつ出来上

がってくる高層ビルとともに、なんとなく、明るく広がりある未来を感じさせます。

　この雄大な景色を御覧に、是非、当オフィスに研修だけでなく、気軽にお立ち寄りください。
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協会だより

furuyaの品質

　「品質は工程で造りこむ」は、生産ラインで次の工程に悪いモノを送らない、次工程をお客様

と思って仕事をする、この連鎖により最終工程から出庫される製品の品質が保証される、とい

う考え方である。さらに製造業では、企画・開発部門から、設計、生産技術、製造、販売・サービス

へと順次、仕事が流れていく。お客様のニーズを満たした製品をお客様にお届けするために、

それぞれの部門の役割（使命）やアウトプットを明確にして、次の部門（工程）には、手戻りのな

い状態で仕事をつないでいくことが求められる。品質保証体系はこれらを規定したものと言

える。

　大事なことは、企業・組織はお客様のニーズを満たす製品・サービスを自ら定めて、それらを

生み出すためには、どのようなプロセスで、どのような役割分担が望ましいのかを考えること

にある。これがバリューチェーン（価値の連鎖）である。

　お客様のニーズが変化すれば、その都度、バリューチェーンも見直されなければならない。

近年、取り巻く環境が激変したにもかかわらず、従来通りのプロセス・組織の役割分担のまま

で対処している事例が散見される。これではお客様のニーズに応えることは難しく、持続的な

成長は望めない。経営者・管理者は、常に最適なバリューチェーンを構築しなければならない。

このため、内外の関係組織・部門なども含めたプロセス・役割分担の最適化に取り組み、お客様

のニーズに応え続けていくことが、今まで以上に求められているのではないかと感じている。

[編集後記]　平成２６年も終わろうとしていますが、皆様にはどのような一年だったでしょう

か？協会は会長が交代し、遅まきながら、現状事業の見直しや新規分野への事業開発、HP

リニューアル等、色々と前向きに動き出しています。平成２７年度は、皆様にもっとご利用い

ただき、さらに身近に相談にのれる組織をめざし、頑張りたいと思います。これから益々よろ

しくお願いいたします。（細）

中部品質管理協会

〒450-0001 名古屋市中村区那古野1丁目47-1 名古屋国際センタービル11階

TEL（052）581-9841　　FAX（052）565-1205

http://www.cjqca.com

（発行元）

バリューチェーン（価値の連鎖）

２/５　新春講演会を開催します！

多くのご参加をお待ちしております！！

 

１．新年ご挨拶　会長　佐々木眞一
２．講演　
　①「トヨタ自動車㈱が本気で取り組んできた自工程完結・再発防止とは！！」
　　　元トヨタ自動車㈱　森　浩三　氏
　②「問題解決から問題発見へ～“攻めの品質”で未来を描く」
　　　ビジネスコンサルタント/(株)クニエコンサルティングフェロー　細谷　功　氏
　
　＜場所＞　ウィンクあいち　大ホール
　＜日時＞　平成27年2月5日（木）１４：００～１６：３５

参加費無料！！
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